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ゴール

スタート

妊娠期妊娠期

０〜５歳０〜５歳

６〜17歳６〜17歳

18〜39歳18〜39歳

40〜59歳40〜59歳

60〜79歳60〜79歳

80歳〜80歳〜

歯周病の妊婦さんは
早産・低体重児出産の
リスクが高くなります

妊娠中期頃に
歯科健診へ行こう

生涯にわたる歯と口腔の健康づくりマップ生涯にわたる歯と口腔の健康づくりマップ特 集特 集 1111月月８８日は日は「いい歯の日」「いい歯の日」

※１「令和２年度厚労省地域保健・健康増進事業報告」　※２「令和２年度福島市保健衛生事業の概要」　※３「令和２年度学校保健統計調査」　※４「健康日本21（第二次）」　
※５「令和３年度福島市民の健康と生活習慣調査」（参考）　※６「平成28年度歯科疾患実態調査」　※７「令和２年度福島県歯科保健情報システム」（参考）

福島市歯と口腔の健康づくり推進委員
会で、障がい児者・高齢者施設へお口
に関する調査を実施し、報告書とお口
の健康ガイド集を作成しました

　お口を健やかに保つことは、おいしく食事を味わうことはもちろん、お口の病気の予防だけ　お口を健やかに保つことは、おいしく食事を味わうことはもちろん、お口の病気の予防だけ
でなく、全身の病気の予防に重要な役割を果たします。しかし、残念ながら、お口のお手入れでなく、全身の病気の予防に重要な役割を果たします。しかし、残念ながら、お口のお手入れ
不足などから40歳代以降、歯を失う人が増加しています。不足などから40歳代以降、歯を失う人が増加しています。
　本市では令和元年度に福島市歯と口腔の健康づくり推進条例を制定し、市民の生涯にわたる　本市では令和元年度に福島市歯と口腔の健康づくり推進条例を制定し、市民の生涯にわたる
歯と口腔の健康づくりを進めています。歯と口腔の健康づくりを進めています。

■問／保健所健康推進課　■問／保健所健康推進課　 597－8616597－8616

詳しくは市ホームページをご覧ください▶

フッ化物入り歯磨き粉で
仕上げ磨きをしよう

おやつの内容や
食べ方に注意しよう

歯並びに気をつけて
歯磨きをしよう

歯肉炎の予防をしよう

歯の根の虫歯や歯周病を
予防し、喪失歯ゼロを目指そう

生活習慣病の予防をしよう

24本以上自分の歯を保とう
生活習慣病の

予防・改善をしよう

20本以上自分の歯を保とう
お口の機能低下を

予防・改善しよう

歯周病の予防をしよう
定期健診に行こう

12歳で虫歯がある子（％）

29.4

国

※3

県 市

38.2 43.1

3歳で虫歯がある子（％）

11.8

国

※１ ※１ ※２
県 市

16.9 16.9

未就学児施設や小学校
などでフッ化物を使った
うがいをしています。

市の取り組み

20歳代で歯肉に
炎症がある人（％）
25.0

国目標

※４ ※５

市

29.0

40歳代で歯周病が進行した人（％）

44.7

国

※７※６ ※７
県 市

46.9

42.1

40歳で喪失歯がない人（％）

73.4

国

※６ ※７ ※７

県 市

76.2
82.5

80歳で20本以上
自分の歯がある人（％）

51.2

国

※６ ※７ ※５

県 市

54.7 41.4

60歳で24本以上
自分の歯がある人（％）

74.4

国

※６ ※７ ※７
県 市

73.2
41.7

１歳６カ月児健診と
３歳児健診で
歯科健診があります。

市の取り組み

対象の方は
市民検診で歯周病検診
を受けられます。

市の取り組み

お口の機能低下予防とし
て、お口のももりん体操
などを紹介しています。

市の取り組み

健康なお口がもたらす効果

・脳の活性化
・フレイル予防
・胃腸の負担軽減
・肥満防止
・素敵な笑顔
・食事の楽しみの増加　など

虫歯と歯周病の原因である細菌
は、歯

しこう
垢の中にいます。

歯垢は細菌の塊で、食べかすと
は異なります。

食事がおいしいと感じる歯の本
数は約20本以上と言われていま
す。80歳代になったときに自分
の歯が20本以上あることを市は
目標としています。※歯は一般
的に成人で28本あります。

歯を失う理由のトップは
虫歯と歯周病 ８

はちまるにいまる

０２０とは

お口は健康の入口

0202 0303
虫歯や歯周病は、どんなに気
を付けていても自分のケアだ
けでは不十分です。自覚症状
が無くてもすでに病気が進行
している可能性も。
半年に一度を目安に定期健診
を受け、お口の健康を保ちま
しょう。

•歯垢だけが虫歯・歯周病の原因ではない

喫煙、ストレス、睡眠不足、食生活

歯垢 ＋ 生活習慣 ＝ 発症・悪化

脳梗塞・心筋梗塞認知症

糖尿病 関節リウマチ

•歯周病の発症・悪化につながる生活習慣病

定期健診へ行こう 生活習慣に気を付けよう

定期健診の例

お口の診察・検査

レントゲン撮影

磨き残しチェック

クリーニング

0101

持ち方は鉛筆持ち

ブラシの大きさは
指２本分を目安に

歯の間に毛先が当たる
よう、小さく動かす

力を入れずに、一方向に歯ブラシを動かす。
※専用の舌ブラシも市販されています。

歯ぐきとの境目に当てる
歯の根元の間に歯間ブラ
シを差し込み、動かす

狭い歯の間は、糸を使う
ときれいに

フッ化物入り歯磨
き粉で虫歯予防

目安は1㎝

お口の健康を守るための３つのポイント
セルフケアをしっかり行おう

磨く前に確認 歯ブラシの当て方 舌のお手入れや補助用具の使い方


